
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

流
離
譚
（
新
潮
連
載 

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
号
の 

 
 
 
 

第
三
十
一
回
～
第
三
十
六
回
） 

 
 

 

新
潮
第
三
十
一
回
の
出
だ
し
に 

 

二
月
二
十
一
日
に
大
垣
を
出
た
東
山
道
先
鋒
迅
衝
隊

は
、
・
・
と
あ
り
ま
す
。
流
離
譚
は
東
征
道
の
話
が
三
十
二

回
に
も
続
き
ま
す
。
こ
の
東
征
道
に
関
連
を
大
垣
図
書
館
か

ら
コ
ピ
ー
し
た
史
料
が
、
安
岡
章
太
郎
の
手
元
に
残
っ
て
い

ま
し
た
。 

史
料
内
容(

書
出
な
ど)

／
作
者
／
著
作
年
月
日
／
宛
先
な
ど 



①
東
山
道
鎮
對
總
督
／
東
山
道
鎮
對
總
督
執
事
／
戊
辰
正
月 

②
東
山
道
鎮
對
總
督
／
東
山
道
鎮
對
總
督
執
事
／
二
月
／
」

 

尾
州
藩
江  

③
此
度
東
山
道
鎮
對
總
督
之
勅
命
を
蒙
り
／
東
山
道
鎮
對
總

督
副
總
督
／
戊
辰 
正
月 

④
第
一
条
・
・
連
日
錦
旗
ニ
発
砲
シ
・
・
／
／(

軍
隊
引
締

通
達) 

⑤
此
度
御
東
征
ニ
付 

甲
州
口
討
手
／
戊
辰 

二
月 

／
土
州

兵 

因
州
兵  

⑥
明
治
元
年
二
月
御
親
征
先
鋒
人
数
差
出
仰
付
書
／
御
親
征



先
鋒
人
数
差
出
御
仰
付
書 

／
明
治
元
年
二
月
／
土
州
兵 

因
州
兵 

⑦
長
官
及
ビ
上
等
下
等
士
官
之
心
得
・
・
兵
隊
律
／
軍
務
課

／
十
二
月 

⑧
・
・
廿
六
日
垂
井
ゟ
御
着
座
・
・
／
土
州
藩
参
隊
／
御
惣

裁 

岩
倉
太
夫 

御
副 
同
八
千
丸
の
隊  

⑨
御
家
中
江
・
・
死
刑
候
事 
／
正
月 

⑩
今
度
慶
喜
以
下
賊
徒 

江
戸
城
江
遁
れ
／
二
月
三
日 

⑪
今
般
御
親
征
被
出
候
付
／
岩
倉
太
夫
／
戊
辰 

二
月
／

 

戸
田
采
女
正 



⑫
今
般
御
親
征
被
出
候
付
・
・(

各
隊
の
藩
構
成
が
書
か
れ

て
い
る) 

 

⑬ 

藤
道
和
泉
守 

⑭
四
月
十
八
日
板
橋
出
進
・
・(

日
光
宇
都
宮
ま
で
の
進
軍

状
況 

文
末
に
母
上
様
へ
も
御
易
せ 

の
文
字) 

⑮
御
休
泊
留
記
／
出
典 
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
八 

宿

場
町
篇 

６
．
御
休
泊
留
記
（p662

～p696

） 

 

慶
応
４
年
か
ら
明
治
３
年
に
わ
た
る
宿
泊
・
休
憩
の
諸
人

を
記
録
し
た
も
の
。
筆
者
は
、
美
濃
国
中
津
川 

宿
庄
屋
本

陣
当
主
市
岡
政
治
。
付
「
島
田
家
文
書
」
旧
湯
舟
沢
村
床
屋



に
残
る
慶
応
４
年
１
年
間
の
記
録
。 

こ
こ
に
は
特
に
１
月

か
ら
２
月
に
わ
た
る
動
擾
期
の
み
。
つ
ま
り
、
中
津
川
宿
で

休
泊
し
た
先
鋒
隊
・
本 

隊
な
ど
が
、
更
に
木
曽
路
へ
ま
た

は
伊
那
路
へ
入
る
に
あ
た
っ
て
の
行
動
な
ど
が
分
る
。 

 

こ
れ
ら
の
史
料
を
ど
の
よ
う
に
使
い
流
離
譚
を
書
い
た
か

私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
史
料
①
、
⑦
、
⑪
を
順
に
紹
介

し
ま
す
。
史
料
の
原
文
に
続
く
の
は
流
離
譚
の
史
料
の
解
読

な
ど
支
援
し
た
北
小
路
健
さ
ん
の
手
書
き
の
翻
刻
原
稿
で
す
。 

 



 



 
 



  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

翻
刻
史
料
中
断 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



第
三
十
三
回
の
記
載
が
単
行
本
か
ら
文
庫
本
で
改
訂
さ
れ

て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。 

単
行
本 

・
・
山
内
容
堂
に
心
酔
し
て
ゐ
た
頃
に
は
、
野
根
山
の
勤
王

派
郷
土
二
十
三
人
を
一
ぺ
ん
に
斬
首
刑
に
す
る
な
ど
、
剛
毅

果
断
で
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
慶
応
年
間
に
転
向
し
て
、
板
垣
退

助
に
つ
づ
い
て
倒
幕
派
の
急
先
鋒
に
な
っ
た
が
、
要
す
る
に

ま
は
り
気
兼
ね
し
て
右
顧
左
眄
す
る
よ
う
な
性
格
で
は
な
い
。

そ
ん
な
小
笠
原
が
、
い
ち
い
ち
江
藤
を
気
に
し
て
、
そ
の
跡

を
追
ひ
か
け
る
真
似
な
ど
す
る
は
ず
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
。 



文
庫
本 

・
・
山
内
容
堂
に
心
酔
し
て
い
た
頃
に
は
、
野
根
山
の
勤
王

派
郷
土
二
十
三
人
を
裁
判
ヌ
キ
で
一
ぺ
ん
に
斬
刑
に
し
た
り

も
し
た
が
、
慶
応
年
間
に
入
っ
て
か
ら
板
垣
と
並
ん
で
勤
王

派
の
急
先
鋒
に
な
っ
た
。
直
情
径
行
だ
が
気
風
は
好
く
、
そ

の
へ
ん
が
江
藤
の
よ
う
な
男
と
は
か
え
っ
て
ウ
マ
が
合
っ
た

の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
小
笠
原
は
会
津
攻
城
の
初
日
次
弟
の

兼
吉
と
と
も
に
戦
死
す
る
の
だ
が
、
江
藤
は
「
生
前
か
ら
の

約
束
だ
か
ら
」
と
い
っ
て
父
親
の
小
笠
原
弥
八
郎
に
あ
て
て

刀
を
一
本
贈
っ
て
い
る
し
、
末
弟
彦
也
の
こ
と
ま
で
気
に
か



け
て
、
細
や
か
な
心
遣
い
を
示
し
て
い
る
。 

単
行
本
と
文
庫
本
を
比
較
す
る
と
色
付
の
箇
所
が
改
訂
さ

れ
て
い
ま
す
。 

・
野
根
山
事
件
の
経
緯 

・
江
藤
と
小
笠
原
の
関
係 

が
改
訂
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
版
さ
れ
た
単
行
本
を
見
て
、
ど

こ
か
ら
か
話
が
来
て
文
庫
本
を
出
す
時
に
改
訂
し
た
の
だ
ろ

う
か
。 

容
堂
に
心
酔
し
て
い
た
小
笠
原
は
、
容
堂
の
気
に
障
り
、

慶
応
三
年
五
月
八
日
に
安
岡
権
馬
、
秋
沢
源
九
郎
と
共
に
早



追
で
高
知
に
帰
さ
れ
ま
す
。
小
笠
原
は
流
離
譚
の
単
行
本
で

は
討
幕
派
、
文
庫
本
で
は
勤
王
派
の
鞍
替
え
を
し
て
い
ま
す
。

流
離
譚
で
何
を
考
え
こ
の
よ
う
に
書
い
た
の
か
で
あ
り
、
こ

の
鞍
替
が
実
際
に
あ
り
そ
れ
が
問
題
だ
っ
た
の
か
不
明
で
す
。 

早
追
の
帰
国
命
令
が
出
た
会
議
の
様
子
が
寺
村
左
膳
の
日

記
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
小
笠
原
唯
八
義

ハ
始
終
激
論
ニ
出
、
第
一
御
上
之
御
主
意
ニ
反
し
、
重
役
一

同
と
も
不
逢
間
、
終
ニ
今
日
右
之
如
く
被
仰
出
候
は
り
、
福

岡
壱
人
大
ニ
窮
し
候
様
子
也
」
右
の
如
く
が
「
早
追
を
以
御

國
許
へ
被
差
下
候
也
・
・
」
こ
の
記
載
で
は
、
小
笠
原
が
何



を
主
張
し
た
の
か
不
明
で
す
が
、
会
議
を
壊
し
た
こ
と
を
容

堂
が
気
に
障
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
権
馬
と
秋
沢
源
九
郎

は
巻
き
添
え
で
早
追
で
帰
国
さ
せ
ら
れ
た
の
か
、
従
者
と
し

て
帰
国
か
、
何
か
別
の
理
由
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

第
三
十
四
回
の
書
出
し
は
次
の
通
り
で
す
。 

幕
府
歩
兵
奉
行
で
あ
つ
た
大
鳥
圭
介
は
、
去
る
四
月
十
一

日
・
・
・ 

と
大
鳥
圭
介
の
本
を
参
照
し
て
話
を
進
め
て
い
ま
す
。 

そ
の
中
で
次
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。 



『
板
垣
退
助
君
伝
』
に
は
、 

 
全
軍
・
・
・
皆
な
必
死
を
分
と
し
、
日
用
の
器
物
、
雨 

具
に
い
た
る
ま
で
、
こ
と
ご
と
く
抛
つ
て
軽
装
し
て
進 

む
。・
・ 

と
雨
具
を
抛
つ
て
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
雨
具
で
す
が
、
戊
辰

戦
争
の
兵
隊
が
持
っ
て
い
た
雨
具
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
蓑
と
は
こ
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

恒
之
進
が
江
戸
に
藩
命
の
研
修
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に

高
知
に
持
ち
帰
っ
た
蓑
が
あ
り
ま
す
。
襟
に
ビ
ロ
ー
ド
が
付

き
肩
は
網
状
で
覆
い
、
全
体
は
シ
ュ
ロ
よ
う
で
す
。 



  
 
 
 



壬
生
に
つ
い
て
み
る
と
、
弟
の
道
之
助
を
含
め
大
勢
の
負

傷
者
が
ゐ
る
う
へ
、
同
郷
の
山
北
村
の
男
が
戦
死
し
て
ゐ
た

り
し
て
、・
・ 

と
あ
り
ま
す
が
、
香
我
美
町
史
（P.870

～
）
に
「
従
軍
者

が
多
か
っ
た
が
・
・
戦
死
者
を
除
く
ほ
か
は
そ
の
実
態
は
不

明‥

戦
死
者
を
除
く
ほ
か
は
実
態
不
明
。
山
北
村
で
覚
之
助

の
戦
死
以
外
な
し 

山
南
村 
覚
之
助
と
一
緒
の
時
期
に
松

田
順
次
郎
通
利
死
と
あ
る
の
み
で
す
。
」
と
あ
り
ま
す
。 

 

第
三
十
五
回
の
書
出
し
は
次
で
す
。 



そ
れ
に
し
て
も
、
四
月
二
十
四
日
の
宇
都
宮
落
城
以
後
、

大
鳥
軍
の
行
動
は
・
・
・ 

 
 

以
降
、
大
島
軍
と
の
戦
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
て
手
が
出

せ
な
い
の
で
、
食
べ
物
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
箇
所
に
つ

い
て
コ
メ
ン
ト
し
ま
す
。 

・
・
・
地
元
の
百
姓
は
勤
勉
で
、
農
産
物
は
比
較
的
ゆ
た
か

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
私
も
今
市
の
町
で
食
っ
た
色
の

黒
い
蕎
麦
は
ウ
マ
い
と
思
っ
た
が
、
南
国
の
海
の
近
く
で
育

っ
た
土
佐
兵
た
ち
は
、
様
子
の
違
う
土
地
の
食
い
物
に
は
倦

き
果
て
、
と
く
に
生
き
の
い
い
魚
が
ま
っ
た
く
手
に
入
ら
な



い
の
に
は
往
生
し
た
ら
し
く
、・
・ 

先
日
海
沿
い
の
旅
行
で
一
晩
鶏
尽
く
し
料
理
を
食
べ
た
。
す

る
と
翌
日
に
魚
を
無
性
に
食
べ
た
く
な
っ
た
。
そ
の
欲
求
が

も
っ
と
強
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

「
今
市
の
町
で
食
っ
た
色
の
黒
い
蕎
麦
は
ウ
マ
い
」
と
書

い
て
い
ま
す
。
蕎
麦
は
一
般
的
に
白
で
す
か
ら
、
黒
い
と
書

か
れ
る
と
、
こ
の
蕎
麦
を
食
べ
た
く
な
り
ま
す
。 

 

第
三
十
六
回
の
書
出
し
は
次
の
通
り
で
す
。 

「
弾
丸
一
包
、
こ
れ
を
払
ふ
に
何
の
難
き
か
あ
ら
ん
」 



そ
の
後
に
銃
の
話
が
続
き
ま
す
。
そ
の
中
に 

会
津
兵
藩
が
主
力
と
し
て
ゐ
た
ゲ
ヴ
ェ
ー
ル
は
、
二
百
年
も

前
の
一
六
〇
〇
年
代
に
発
明
さ
れ
た
燧
石
打
ち
の
旧
式
銃 

で
、
銃
身
に
施
条
も
な
く
、
球
型
の
鉛
弾
を
ス
ポ
ン
と
発
射

す
る
だ
け
だ
か
ら
、
・
・ 

会
津
の
兵
力
が
劣
っ
て
い
た
こ

と
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
鉛
弾
同
じ
か
不
明
で
す
が
、
玉
彈

を
作
る
道
具
が
家
に
残
っ
て
い
ま
す
。
次
の
写
真
が
そ
れ
で

す
が
、
筒
状
が
玉
入
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
作
っ
た
玉
が
大

き
く
、
筒
の
中
に
入
り
ま
せ
ん
。
も
し
か
し
て
、
筒
の
下
に

火
薬
を
入
れ
、
玉
を
蓋
に
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。 



  



流
離
譚
は
そ
の
後
、
戦
の
状
況
が
書
か
れ
、 

「
国
許
か
ら
母
が
死
ん
だ
の
と
い
ふ
し
ら
せ
を
受
け
て
、」 

母
（
文
助
の
妻 

ミ
ツ
）
の
話
が
出
て
来
ま
す
。
そ
こ
に
次

の
記
載
が
あ
り
ま
す
。 

・
・
文
助
の
妻
と
な
り
、
享
年
は
五
十
二
歳
と
あ
る
か
ら
、

安
岡
に
嫁
に
来
た
の
は
十
六
、
七
の
頃
で
あ
る
。
当
時
、
文

助
は
十
九
歳
で
、
ま
だ
部
屋
住
み
で
あ
り
、
野
市
村
安
岡
曾

十
郎
か
ら
郷
土
職
分
領
知
を
譲
り
受
け
て
分
家
す
る
の
は
、

そ
の
翌
々
年
で
あ
る
。
系
図
を
見
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
安
岡
の

家
の
者
は
縁
戚
同
士
で
結
婚
し
て
お
り
、
イ
ト
コ
、
ハ
卜
コ



と
い
っ
た
関
係
が
二
重
、
三
重
に
も
つ
れ
合
っ
て
ゐ
る
の
だ

が
、
文
助
の
代
に
な
っ
て
初
め
て
藤
田
と
い
う
他
の
家
と
の

婚
姻
が
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
時
代
と
と

も
に
行
動
半
径
が
そ
れ
だ
け
拡
が
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う

か
。・
・
・ 

他
家
と
の
婚
姻
に
関
し
て
は
少
し
違
う
よ
う
に
思
う
。
文

助
の
父
廣
助
、
伯
父
平
四
郎
は
イ
ト
コ
同
士
の
結
婚
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
前
は
他
家
か
ら
嫁
を
貰
っ
て
い
る
。
廣
助
が
息

子
達
を
色
々
の
家
に
養
子
に
出
し
、
そ
こ
か
ら
も
つ
れ
合
い

の
結
婚
が
出
て
来
た
と
思
い
ま
す
。
多
く
は
家
の
存
続
を
重



要
視
し
た
結
果
で
、
恒
之
進
・
万
喜
夫
婦
の
離
縁
は
家
重
視

の
悲
劇
と
思
い
ま
す
。
離
縁
さ
せ
ら
れ
本
家
に
戻
っ
た
万
喜

は
覚
之
助
と
結
婚
し
本
家
を
継
続
し
ま
す
が
、
維
新
後
本
家

は
山
北
を
離
れ
福
島
に
移
り
住
み
ま
す
。 

文
助
の
妻
の
墓
は
四
坊
山
に
あ
り
、
「
安
岡
文
輔
妻 

慶

應
四
戊
辰
歳 

四
月
廿
一
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
文
助

が
名
を
文
輔
に
変
え
た
の
は
明
治
三
年
以
降
で
あ
る
の
で
、

墓
を
立
て
た
の
は
死
去
し
て
三
年
後
で
す
。
四
坊
山
に
横
一

列
に
妻
の
墓
、
嘉
助
の
墓
、
馬
子
（
嘉
助
の
娘
）
、
覚
之
助

の
墓
を
立
て
て
い
ま
す
。
嘉
助
と
覚
之
助
の
墓
石
は
異
常
に



重
た
い
。
文
輔
は
妻
の
左
に
、
嘉

助
、
覚
之
助
の
右
に
間
を
開
け
、
そ

の
間
に
夫
々
の
連
れ
合
い
の
墓
を
置

く
予
定
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

が
、
開
け
た
場
所
に
は
誰
も
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
来
る
予
定
だ
っ
た
人

達
は
遠
く
東
北
の
伊
達
、
高
知
市
内

の
小
高
坂
山
に
い
ま
す
。
下
写
真
、

左
が
文
輔
妻
で
、
奥
が
傾
き
を
直
し

て
い
る
覚
之
助
の
墓
で
す
。 


